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【公表番号】特表2012-521973(P2012-521973A)
【公表日】平成24年9月20日(2012.9.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-038
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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 209/88     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 209/88    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  49/02    　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年9月24日(2014.9.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　適切な脱離基にはＣｌ、Ｂｒ、Ｉ、トシレート（ＯＴｓ）、メシレート（ＯＭｓ）及び
トリフレート（ＯＴｆ）が挙げられる。もう１つの戦略は、前駆体化合物に存在するアル
キルアミド基上の所定位置に適切な脱離基を有することである。いずれの場合も前駆体化
合物は、普通は核反応18Ｏ（ｐ，ｎ）18Ｆから水溶液として得られ、カチオン性対イオン
の付加及びその後の水の除去によって反応性になる［18Ｆ］フッ化物イオン（18Ｆ-）の
適切な供給源と反応することによって、一段階で標識することができる。18Ｆは、前駆体
化合物のヒドロキシル基を18Ｆ（ＣＨ2）3－ＬＧ（ＬＧは上記で定義した脱離基を表す）
でＯ－アルキル化することによって導入することもできる。或いは放射性フッ素原子は、
ベンゼン環などの芳香族環との直接共有結合を介して結合することができる。アリール系
では、アリールジアゾニウム塩、アリールニトロ化合物又はアリール第４級アンモニウム
塩の18Ｆ－フッ化物求核置換が、アリール－18Ｆ誘導体に適した経路である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
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【化１１】

（式中、
ＬＧは、メシレート、トシレート及びトリフレートから選択され、
Ｒ12a～14a、Ｙ12a及びｍは、適切にはそれぞれ式ＩａのＲ2a～4a、Ｙ2a及びｎについて
上記で定義した通りであることが好ましい］
の化合物である。
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